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「
地
デ
ジ
へ

の
切
り
替
え
工

事
を
早
く
し
な

い
と
混
雑
し
て

大
変
で
す
よ
」
と
連
日
画
面

表
示
し
て
い
る
。
石
油
シ
ョ

ッ
ク
の
時
に
「
ち
り
紙
が
な

く
な
る
」
と
騒
い
だ
の
に
似

て
い
る
。
生
ま
れ
た
時
か
ら

テ
レ
ビ
が
映
っ
て
い
た
今
の

現
役
世
代
の
人
に
は
「
テ
レ

ビ
無
し
生
活
」
は
想
像
も
つ

か
ぬ
だ
ろ
う
。

　

ネ
ッ
ト
時
代
に
テ
レ
ビ
は

メ
デ
ィ
ア
の
王
様
の
地
位
を

失
い
そ
う
な
崖
っ
ぷ
ち
に
あ

る
。
メ
デ
ィ
ア
は
第
４
の
権

力
と
し
て
他
の
国
家
権
力
を

強
力
に
批
判
で
き
る
。

　

だ
が
、
他
の
３
権
よ
り
若

い
た
め
、
良
く
言
え
ば
民
衆

側
に
体
重
を
置
き
、
威
圧
感

は
少
な
い
。
悪
く
言
え
ば
品

格
に
劣
り
、
柄
が
悪
い
。
遠

く
は
吉
田
首
相
が
、
近
過
去

で
松
浪
議
員
が
柄
の
悪
い
報

道
陣
に
コ
ッ
プ
の
水
を
投
げ

付
け
た
事
件
が
あ
る
。
週
刊

誌
の
首
相
批
判
も
メ
デ
ィ
ア

の
使
命
だ
が
、
非
日
常
的
な

罵
倒
言
語
を
駆
使
す
る
柄
の

悪
さ
は
ど
う
だ
。

　

新
聞
な
ど
の
定
期
購
読
を

せ
ず
キ
オ
ス
ク
で
の
個
別
買

い
の
我
が
家
で
、
今
度
は
テ

レ
ビ
が
映
ら
な
く
な
る
と
50

年
前
の
青
春
が
戻
っ
て
く
る

よ
う
で
楽
し
み
だ
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

「保険でよい歯科」求め旺盛に「保険でよい歯科」求め旺盛に
議会要請や健診で共感広がる

　

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
。
６
月
12
日
の
第
２
回
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
を
大
阪
連
絡
会
総
会
に
前
後
し
て
、
府
下
各
地
で
健
診

や
意
見
書
採
択
を
求
め
る
自
治
体
要
請
な
ど
の
活
動
が
旺

盛
に
取
り
組
ま
れ
、
府
民
や
議
会
の
な
か
で
共
感
が
広
が

っ
て
い
る
。
９
日
の
理
事
会
で
は
、「
保
険
で
よ
い
歯

科
」
署
名
を
早
期
に
２
万
筆
、
年
内
に
５
万
筆
集
め
る
こ

と
を
決
め
、
会
員
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

署
名 

早
期
２
万
筆
め
ざ
す

　
「
保
険
で
よ
い
歯
科
」「
海

外
技
工
物
」「
学
校
医
療
券

の
対
象
疾
病
拡
充
」
の
３
意

見
書
採
択
の
取
り
組
み
で

は
、
三
島
地
区
が
未
採
択
の

市
町
議
会
の
全
会
派
に
懇
談

を
要
請
。
７
日
ま
で
に
茨
木

市
議
会
の
自
民
党
・
市
民
会

議
と
共
産
党
、
高
槻
市
議
会

の
共
産
党
が
応
じ
た
。

　

地
区
役
員
が
受
診
中
断
や

低
歯
科
医
療
費
政
策
な
ど
訴

え
る
と
、
議
員
か
ら
驚
き
の

声
が
漏
れ
た
。
自
民
党
市
議

は
「
大
事
な
こ
と
に
気
づ
か

せ
て
も
ら
っ
た
」「
勉
強
し

て
意
見
書
を
改
め
て
検
討
し

た
い
」
と
述
べ
、
共
産
党
市

議
は
「
適
切
な
治
療
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
は
問
題
。
他

会
派
に
も
働
き
か
け
て
一
つ

で
も
意
見
書
を
採
択
し
た

い
」
と
約
束
す
る
な
ど
、
要

請
を
真
摯
に
受
け
止
め
た
。

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
は

各
議
会
に
陳
情
し
、
６
月
時

点
で
堺
・
泉
州
の
過
半
数
の

議
会
が「
保
険
で
よ
い
歯
科
」

「
学
校
医
療
券
の
対
象
疾
病

拡
充
」の
意
見
書
を
採
択
し
、

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

北
河
内
地
区
で
は
、
婦
人

団
体
の
要
請
で
６
月
23
日
に

乳
幼
児
対
象
の
歯
科
健
診
を

枚
方
市
内
で
実
施
し
た
。
有

地
正
氏
（
枚
方
市
）
が
出
務

し
、
子
ど
も
の
口
腔
内
を
チ

ェ
ッ
ク
し
た
。「
永
久
歯
が
生

え
て
こ
な
い
」「
歯
の
根
元
が

茶
色
く
な
っ
て
い
る
」な
ど
、

母
親
か
ら
の
質
問
に
丁
寧
に

答
え
た
。
同
月
17
日
に
は
、

大
阪
連
絡
会
が
大
阪
市
内
の

事
業
所
で
歯
科
健
診
と
健
康

教
室
を
開
い
て
お
り
、
両
取

り
組
み
を
通
じ
て
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
の
必
要
性
を
訴

え
た
。
そ
の
場
で
署
名
に
協

力
し
て
も
ら
う
な
ど
、
府
民

　

糖
尿
病
が
歯
周
病
に
悪
影

響
を
も
た
ら
す
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
、

反
対
に
歯
周
疾
患
が
糖
尿
病

を
悪
化
さ
せ
る
と
の
報
告
が

注
目
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　

患
者
の
歯
周
病
を
改
善
さ

せ
る
上
で
も
医
科
と
の
連
携

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
協
会
組
織
部
は
医

科
医
療
機
関
と
の
連
携
を
進

め
る
趣
旨
か
ら
『
歯
周
病
の

後
ろ
に
、
糖
尿
病
が
隠
れ
て

い
る
!?
』
ポ
ス
タ
ー
を
作
製

し
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
今
号
に

同
封
し
て
会
員
に
送
付
す

る
。

　

医
科
協
会
の
会
員
へ
は
、

「
か
ら
だ
の
健
康
に
は
、歯
の

健
康
が
か
か
わ
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
歯
周
病
に

つ
い
て
の
ご
質
問
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
大
阪
府
歯
科
保
険

医
協
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
」と
記
し
た
ポ
ス
タ

ー
を
す
で
に
配
布
し
て
い
る
。

◇　

◇　

◇

　

医
科
協
会
会
員
と
の
連
携

に
あ
た
り
、
医
科
医
療
機
関

に
渡
す
ポ
ス
タ
ー
を
希
望
す

る
会
員
は
、
協
会
事
務
局

（
℡
06
―
６
５
６
８
―
７
７

３
１
）
ま
で
。
患
者
が
答
え

る
簡
単
な
糖
尿
病
と
歯
周
病

の
自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク
用
紙

を
合
わ
せ
て
届
け
る
。

　

ま
た
、「
歯
周
病
と
糖
尿

病
」
共
同
研
究
に
協
力
い
た

だ
く
先
生
を
対
象
に
11
月
27

日
、
岡
山
大
学
大
学
院
教
授

・
高
柴
正
悟
氏
を
講
師
に

「
医
科
・
歯
科
連
携
―
『
歯

周
病
と
糖
尿
病
』
共
同
研
究

の
進
め
方
」（
仮
）
の
講
習

会
を
開
く
。
共
同
研
究
へ
の

参
加
申
し
込
み
は
協
会
事
務

局
ま
で
。

気
で
や
る
気
な
ら
ば
、
上
限

が
高
額
に
な
り
適
用
者
が
限

定
さ
れ
る
制
度
合
算
総
額
制

で
は
な
く
、
例
え
ば
医
療
費

な
ら
年
収
３
０
０
万
円
以
下

世
帯
の
個
人
負
担
上
限
は
医

療
機
関
ご
と
に
月
額
１
０
０

０
円
と
す
る
な
ど
、
個
々
の

制
度
ご
と
に
負
担
上
限
を
設

け
る
措
置
を
す
べ
き
だ
。
こ

の
方
式
で
あ
れ
ば
「
共
通
番

号
制
」
も
不
要
で
あ
る
。

　

ま
さ
に
、や
ら
ず
ぶ
っ
た
く

り
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

 

（
つ
づ
く
）

を
理
由
に
し
た
支
給
額
引
き

下
げ
や
医
療
扶
助
へ
の
自
己

負
担
導
入
を
示
唆
し
て
い

る
。

　

低
所
得
者
へ
の
配
慮
を
本

が
従
前
か
ら
求
め
て
き
た
制

度
で
あ
り
、
小
泉
「
構
造
改

革
」
以
来
の
課
題
だ
っ
た
。

　

企
業
負
担
軽
減
の
た
め
に

70
〜
74
歳
の
高
齢
者
医
療
費

　

さ
ら
に
は
、
年
金
支
給
開

始
年
齢
の
さ
ら
な
る
引
き
上

げ
の
検
討
や
、「
社
会
保
障

と
税
の
共
通
番
号
制
」
の
導

入
ま
で
打
ち
出
し
た
。
番
号

り
込
ん
で
い
る
。
世
論
を
意

識
し
て
、「
高
額
療
養
費
制
度

の
拡
充
」「
低
年
金
者
へ
の
加

算
」
な
ど
国
民
の
要
求
を
一

定
反
映
し
た
施
策
も
盛
り
込

　

政
府
・
与
党
は
６
月
30

日
、「
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
案
」（
以
下
、「
改
革

案
」）
を
決
定
し
た
。
内
容

は
、
社
会
保
障
の
給
付
を
い

っ
そ
う
抑
制
・
削
減
す
る

（
切
り
捨
て
る
）
一
方
で
、

　

政
府
が
進
め
る
税
と
社
会
保
障
の
一
体
「
改
革
」

は
、
社
会
保
障
の
在
り
方
を
大
き
く
変
質
さ
せ
、
医
療

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
深
刻
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

一
体
「
改
革
」
に
つ
い
て
、
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議

会
の
相
野
谷
安
孝
事
務
局
長
に
解
説
し
て
も
ら
う
。

へ
の
国
庫
負
担
導
入
を
掲
げ

る
一
方
、
患
者
窓
口
負
担
は

２
割
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を

提
示
、
生
活
保
護
に
つ
い
て

は
基
礎
年
金
（
月
額
最
高
で

６
万
６
千
円
）
と
の
整
合
性

制
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の

お
金
の
「
出
と
入
り
」
を
明

確
化
さ
せ
、
社
会
保
障
給
付

を
制
限
す
る
「
社
会
保
障
個

人
会
計
」
に
つ
な
が
る
大
き

な
問
題
だ
。
財
界
・
大
企
業

ま
れ
た
が
、「
外
来
患
者
の
窓

口
負
担
に
１
０
０
円
の
定
額

負
担
を
上
乗
せ
」「
一
定
所

得
以
上
の
高
齢
者
の
年
金
削

減
」
な
ど
の
負
担
増
・
切
り

捨
て
策
と
抱
き
合
わ
せ
だ
。

２
０
１
６
年
ま
で
の
期
限
を

切
っ
て
消
費
税
の
大
増
税
を

進
め
る
と
い
う
〝
や
ら
ず
ぶ

っ
た
く
り
〞
の
改
革
案
だ
。

　

改
革
案
で
は
、
社
会
保
障

の
「
重
点
化
・
効
率
化
」
を

強
調
し
、
医
療

・
介
護
、
年
金

や
生
活
保
護
な

ど
す
べ
て
の
分

野
で
給
付
削
減

と
負
担
増
を
盛

の
共
感
を
呼
ん
で
い
る
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
」
署

名
は
、
全
国
で
50
万
筆
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
大

阪
歯
科
で
は
、
街
頭
宣
伝
や

地
区
組
織
を
通
じ
た
地
元
団

体
へ
の
協
力
を
訴
え
、
早
期

に
２
万
筆
を
達
成
し
、
年
内

に
５
万
筆
を
め
ざ
す
。

　

署
名
用
紙
の
追
加
は
協
会

事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

歯周病と
糖 尿 病

医
科
歯
科
連
携
ポ
ス
タ
ー
作
製

〝
や
ら
ず
ぶ
っ
た
く
り
〞の
改
革

医
療
切
り
捨
て
、増
税
進
め
る

今
号
同
封

待
合
室
な
ど
で
活
用
を

専門家がおこたえします

室相 談各 種

税務相談税務相談
【日　時】８月17日（水）午後２時～５時
【相談者】上野精一 税理士

相談料は無料、会場は保険医会館１Ｆです｡

雇用相談雇用相談
【日　時】８月18日（木）午後２時～４時
【相談者】堀口正二 社労士

税
と
社
会
保
障
の
一
体

革

税
と
社
会
保
障
の
一
体

革
壊

中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長
・
相
野
谷
安
孝 

 

◆
①
◆

本紙に同封の歯科ポスター

医科会員に７月５日郵送
したポスター　　　　　


